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	主題名
	相手のことを理解する
	内容項目
	B 相互理解，寛容

	教材名
	貝がら
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	どんな人にもその人なりのよさがあり，「ぼく」が中山君を理解しようとするよさに目を向け，心を通わせることの大切さに気づかせるため。

	ねらい
	個の違いを認め，互いに理解し合うことで友好の輪を広げる。
【理解，判断力】自分と友達との違いを認め，理解し合うことの大切さが分かる。

【心情】友達のよいところを見て，理解し合うことのよさに心が動く。

【実践意欲と態度】相互に理解し合うことで，新しい友達をつくろうという意欲をもつ。

	学習指導過程
	・友達のことを知る方法を考える。
・「貝がら」を読み，友達と理解し合うにはどうすればよいか考える。
★友達との違いを認め，理解し合うことの大切さが分かったか。
・新しい友達のことを知るにはどうすればよいかをまとめる。
★相互に理解し合うことで，新しい友達をつくろうという意欲をもったか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「貝がら」を読んで，友達と理解し合うにはどうしたらよいか考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●学級活動
・互いに認め合い，理解し合う学級をつくろうという意識で活動させる。

●帰りの会など
・友達のよいところを見つけて紹介させる。
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